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第1回地域懇談会主な内容
・会長及び副会長の選出
・懇談会の運営について
・鷹番小学校建替えの流れ
・区有施設見直しについて
・鷹番住区センターの紹介
・鷹番学童保育クラブの紹介
・鷹番小学校の紹介
・設計事業者提案の紹介
・最近の学校の事例
・意見交換

新校舎を検討する地域懇談会を開催しました

第１回目黒区立鷹番小学校新校舎検討地域懇談会の様子（令和6年4月24日(水)に鷹番小学校のランチルームで開催)

目黒区立鷹番小学校等複合施設改築基本構想･基本設計

Schools for the Future
「未来思考」で実空間の価値を捉え直し、学校施設全体を学びの場として創造する

区から建替えの流れや現在
の住区センター・学童保育
クラブの紹介を行いました。

設計事務所から現在の鷹番小学校の状況
新校舎の設計提案イメージ、最近の学校
事例について紹介がありました。

目黒区立鷹番小学校建替
えの基本構想及び基本設
計を策定するに当たり、
新たな施設に求められる
機能等について、地域、
保護者、学校及び区が情
報共有や意見交換を行う
ことを目的として、「目
黒区立鷹番小学校新校舎
検討地域懇談会」を設置
しました。

建 替 Ｎ Ｅ Ｗ Ｓ

文部科学省（令和4年３月）「新しい時代の学びを実現する学校施設の在り方について」最終報告から抜粋



（※）公募型プロポーザル方式とは、従来の入札方式と異なり
設計提案書に基づき事業者の選定を行う方式です。

地域懇談会の会長と副会長を選出

地域懇談会構成員の互選により、地域
懇談会の会長と副会長が選出されました。

建替えの流れ（建築計画の進捗によって明確にしていきます。）
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鷹番小学校建替えに関して、ご意見・ご質
問等がございましたら、下記までご連絡く
ださい。

目黒区教育委員会事務局
学校施設計画課
担 当
電 話
FAX
E-mail

樫本達司教育次長

今後、老朽化した学校を順次建替えていきます。施設整
備に当たっては、次の３点を重視して進めてまいります。

斎藤秀一企画経営部長

地域の核となる学校と住区センターを複合化することで
新しいコミュニティの拠点として鷹番地域に根差した次
世代に残す施設整備を進めてまいります。

目黒区の区有施設見直しについて資産経営課から説明し
ました。区では老朽化する区有施設の安全・安心の確保
や更新に係る経費などの課題を踏まえ、区有施設見直し
の取り組みを進めています。学校施設の更新に当たって
は、地域コミュニティの拠点として周辺の区有施設との
複合化・多機能化を図ることを検討しています。

現在の鷹番住区センター 現在の鷹番学童保育クラブ

設計事業者の紹介

令和５年度に公募型プロポーザル方式(※)で設計事業者選定を実施
し、応募４社のうち【株式会社相和技術研究所】が選ばれました。

〇温暖化が進んでおり、真夏の校庭利用時における熱中症対策を検討する必要がある。

〇避難所という事を意識して収容施設(備蓄)や体育館の計画を検討する必要がある。

〇セキュリティや教員の労働時間など、ソフト面の課題も議論していきたい。

〇つくし学級(特別支援学級)と通常の学級のふれあいを大切にしたい。

〇宝島図書館やビオトープは重視していきたい。

〇工事中における利用者への負担をいかに少なくするかについてしっかり考える必要がある。

〇既存の住区センターや学童保育クラブの今後のあり方についても議論していきたい。

〇施設内の地域エリアは鷹番住区が広がる北側に配置するのが良いと思われる。

区有施設見直しについて

地域懇談会での主な発言内容

教育次長と企画経営部長より挨拶

現状の鷹番小学校

【会 長】
岡 智子 氏（鷹番小学校PTA会長）

【副会長】
小柳 好男 氏（鷹番住区住民会議会長）
板木 孝悦 氏（鷹番小学校長）

設計事例

練馬区
関町北小学校

①教育活動の充実 ②安全・安心な施設 ③地域との連携

掲載している以外にも多くのご発言をいただきました。いただいたご意見に
ついては、今後の懇談会の運営や新校舎の計画に活用させていただきます。

末永、加賀美、桑原
03－5722－9307(直通)
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